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盤　
　
　

　

太　
田　
　
　

　

柳　
原　
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瑞　
穂　
　
　

　

木　
島　
　
　

　

秋　
津　
　
　

◇
飯
山
市
駅
伝
大
会 
飯
山
チ
ー
ム
選
手
会

　
８
月
28
日
（
土
）
午
後

６
時
よ
り
公
民
館
講
堂
に

お
い
て
開
催
し
ま
す
。
候

補
選
手
の
方
に
は
案
内
通

知
を
出
し
て
い
ま
す
。
選

手
会
開
催
後
、
８
月
30
日

よ
り
月
・
水
・
金
と
週
３

回
の
練
習
を
城
北
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

　

飯
山
市
駅
伝
大
会
は
10
月
10
日
で

す
。
随
時
選
手
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
飯
山
公
民
館
ま
で
☎

�
３
３
４
２

◇
第
14
回
千
曲
川
・
川
遊
び

◇
秋
津
地
区
球
技
大
会

　

８
月
22
日
（
日
）
秋
津
小
学
校
、

飯
山
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
２
種
目
で
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
大
勢
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
訂
正
・
・
・
先
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
男
子
の

部
で
優
勝
の
藤
澤
昭
三
さ
ん
の
地
区

が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。
大
久
保

で
す
。

◇
北
澤
宏
一
先
生
講
演
会

　
７
月
８
日（
木
）の
午
後
７
時
か
ら
、

外
様
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
講
師
に
外
様
顔
戸
出
身
の
高
温

超
伝
導
で
世
界
的
に
有
名
な
北
澤
先

生
を
お
迎
え
し
て
地
元
で
初
開
催
し

ま
し
た
。

　

１
０
０
名
近
い
方
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
超
伝
導
の
説
明
だ
け
で
な

く
、
先
生
の
学
生
時
代
な
ど
地
元
の

話
も
交
え
な
が
ら
の
講
演
と
な
り
ま

し
た
。

◇
第
６
回
外
様
地
区
球
技
大
会

７
月
25
日
（
日
）
開
催

優　

勝　

中
条

準
優
勝　

顔
戸

第
３
位　

法
寺

◇
第
２
回
常
盤
地
区
公
民
館
・

育
成
会
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

(

７
月
11
日
実
施
、
17
チ
ー
ム
、
大
人

１
４
８
人
、
子
ど
も
１
５
８
人
、
計

３
０
６
人
参
加)

　

昨
年
か
ら
大
人
も
子
ど
も
も
大
勢

参
加
し
楽
し
め
る
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
種
目

で
対
戦
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

優　

勝　
小
沼
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　
小
泉
チ
ー
ム

第
３
位　
上
水
沢
チ
ー
ム

第
４
位　
大
塚
チ
ー
ム

☆
今
回
は
参
議
院
選
挙
の
た
め
主
事

不
在
で
し
た
が
、
公
民
館
、
育
成
会

の
ナ
イ
ス
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
し

ま
し
た
。
か
え
っ
て
太
い
主
事
は
い
な

い
ほ
う
が
い
い
…
え
っ
!?

【地区館情報】

　

飯　
山　
　
　

◇
常
盤
地
区
大
運
動
会

日
時　
８
月
29
日(

日)

午
前
８
時
30
分
か
ら

場
所　

常
盤
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　

９
月
20
日(

月･

敬
老
の
日)

午

後
２
時
か
ら
常
盤
公
民
館
を
会
場
に

開
催
予
定
で
す
。

※
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

◇
第
４
弾
『
こ
け
玉
講
座
』

　

７
月
26
日(

月)

午
後
７
時
か
ら

常
盤
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
一
ツ
葉
シ
ョ
ウ
マ
・
十
和
田
ア
シ
・

オ
ト
メ
ギ
ボ
ウ
シ
の
山
野
草
で
、
巻

き
糸
を
使
わ
ず
ケ
ト
土
と
赤
玉
の
ド

ロ
団
子
に
ほ
ぐ
し
た
苔
を
ま
ぶ
し
て

作
り
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
、
今
年
は
地
区
内

外
か
ら
工
夫
を
凝
ら
し
た

イ
カ
ダ
11
艇
、
95
名
の
参

加
が
あ
り
、
約
13
キ
ロ
を

無
事
全
艇
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　

暑
い
夏
の
１
日
、
千
曲

川
で
大
人
も
子
ど
も
達
も

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
川
遊

び
を
堪
能
し
ま
し
た
。

◇
第
一
回
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会

　
７
月
25
日
（
日
）
千
曲
川
河
川
公

園
木
島
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
て

57
名
の
参
加
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
男
女
別
各
18
ホ
ー
ル
の

個
人
戦
に
お
い
て
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
部

優　

勝　
山
崎 

き
よ
子
（
上
新
田
）

準
優
勝　

市
村 

八
重
子
（
下
木
島
）

第
３
位　

木
村 

文
子
（
上
新
田
）

男
性
の
部

優　

勝　

芳
川 

和
昭
（
野
坂
田
）

準
優
勝　

内
堀 

喜
平
（
其　

綿
）

第
３
位　
山
崎 

正
孝
（
上
新
田
）

　

選
手
、
役
員
の
皆
様
暑
い
中
ご
苦

労
様
で
し
た
。

◇
第
54
回
木
島
地
区
市
民
運
動
会

　
８
月
29
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
～

木
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催

予
定
。

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　
９
月
20
日
（
火
・
敬
老
の
日
）
午

後
１
時
30
分
よ
り
木
島
公
民
館
に
て

開
催
予
定

◇
富
倉
峠
ま
つ
り
を
実
施

　
７
月
25
日
（
日
）
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
１
０
０
人
余
り
の
皆
さ
ん
の

参
加
の
も
と
、
富
倉
峠
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
峠
道
の
刈
り

払
い
、
峠
ま
で
の
古
道
を
北
川
幸
弘

さ
ん
の
講
師
に
よ
り
歴
史
を
勉
強
し

な
が
ら
登
山
（
ハ
イ
キ
ン
グ
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

登
山
に
は
地
区
外
か
ら
も
参
加
を

頂
い
た
り
、
残
念
な
が
ら
登
山
に
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際

に
峠
道
を
利
用
し
て
い
た
方
か
ら
お

電
話
を
頂
い
た
り
と
、
反
響
の
大
き

な
開
催
で
し
た
。

◇
み
ず
ほ
の
郷
再
発
見
塾

第
２
回　
９
月
25
日
（
土
）　

　
「
地
区
内
の
遺
跡
巡
り
」（
予
定
）

第
３
回　

10
月
16
日
（
土
）

　
「
小
菅
菩
提
院
の
観
音
堂
に
ま
つ
わ

る
学
習
」（
予
定
）

※
募
集
は
後
日
あ
ら
た
め
て
行
い
ま
す
。

◇
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ
ト
ン
講
座

10
月
14
日
（
木
）、
10
月
28
日
（
木
）、

11
月
11
日
（
木
）、
11
月
25
日
（
木
）、  

12
月
９
日
（
木
）
の
５
回
講
座
で
開

講
し
ま
す
。
時
間
は
、
夜
７
時
か
ら

８
時
30
分
ま
で
。

※
募
集
は
後
日
あ
ら
た
め
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
峠
で
は
信
越
ト
レ
イ
ル
を

歩
く
大
勢
の
人
た
ち
に
も
出
会
い
ま

し
た
。
刈
払
い
隊
、
登
山
隊
と
も
、

峠
で
冷
た
い
飲
み
物
、
豚
汁
、
ス
イ

カ
を
お
い
し
く
頂
き
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
柳
原
地
区
運
動
会

　
８
月
29
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

よ
り
、
地
区
市
民
運
動
会
を
開
催
し

ま
す
。

◇
信
越
ト
レ
イ
ル
を
歩
こ
う　

開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
（
日
）
は
斑
尾
高
原
ス

キ
ー
場
か
ら
斑
尾
山
頂
、
袴
岳
を
へ

て
赤
池
ま
で
。
７
月
17
日
（
土
）
は

赤
池
か
ら
沼
の
原
湿
原
、
希
望
湖
、

毛
無
山
を
へ
て
涌
井
ま
で
歩
き
ま
し

た
。

　

８
月
29
日
（
日
）
に
伏
野
峠
か
ら

天
水
山
ま
で
歩
く
と
昨
年
か
ら
飯
山

市
公
民
館
と
共
催
で
始
め
た
信
越
ト

レ
イ
ル
は
、
全
線
踏
破
と
な
り
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
４
回
目
の
講
座
で
し

た
の
で
、
熟
練
参
加
者
25
人
は
講
師

先
生
の
説
明
も
聞
か
な
い
う
ち
に
？

手
際
良
く
あ
っ
と
い
う
間
に
作
成
し

ま
し
た
。（
実
は
先
生
が
土
を
事
前
に

機
械
で
こ
ね
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
か

ら
で
す
。）

　
後
は
皆
さ
ん
、
11
月
の
文
化
祭
に

展
示
し
て
欲
し
い
の
で
、
上
手
に
管

理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
９
月
に
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス

ケ
ッ
ト
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

立派な作品の完成です！ 今年も大盛況でした

暑さに負けず

お～い！！ よろしくお願いします

冷たくて気持ちいい！

おめでとうございます

また来年もこの場所で…

多くの皆さんのご来場ありがとうございました

ガイドの説明を受けながら

済
成
長
か
ら
新
し
い
も
の
が
持
て
は

や
さ
れ
、
古
い
日
本
の
文
化
や
自
然

は
見
離
さ
れ
、
過
疎
化
や
環
境
問
題

な
ど
は
そ
の
結
果
で
す
。そ
ん
な
中
で
、

身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
地
域
の
環

境
の
素
晴
ら
し
さ
や
自
然
と
い
う
大

き
な
も
の
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
事

実
を
知
り
、
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
で
地

域
を
築
い
て
き
た
先
人
の
苦
労
や
生

活
を
知
り
文
化
を
知
る
こ
と
が
、
地

域
に
住
む
人
の
誇
り
に
つ
な
が
る
も
の

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
環
境
や

健
康
へ
の
意
識
が
高
ま
り
、
地
域
へ
の

愛
着
を
深
め
る
こ
と
も
公
民
館
事
業

の
役
割
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂
く

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
内
容
は
楽

し
み
な
が
ら
意
味
あ
る
も
の
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　
柳
原
公
民
館
で
は
、
昨
年
好
評
だ
っ

た
歴
史
講
座
の
第
二
弾
と
し
て
、
石

碑
に
つ
い
て
の
講
座
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
柳
原
地
区
は
市
内
で
も
馬
頭
観
音

の
数
が
最
も
多
く
、
街
道
で
あ
っ
た
富

倉
峠
と
の
関
係
性
を
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
歴

史
的
に
貴
重
な
石
碑
石
仏
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
回
も
地
域
の
歴
史
文
化

を
知
る
良
い
機
会
に
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

「
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
」

柳
原
公
民
館 
広
報
部
専
門
部
員  　

渡
邉　
貴
光

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

　
柳
原
公
民
館
で
は
、
去
る
７
月
25

日
に
恒
例
の
富
倉
峠
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
区
長
会
の
皆

さ
ん
に
よ
り
大
将
陣
か
ら
富
倉
峠
の

間
と
、
上
新
田
か
ら
関
屋
ま
で
の
富

倉
峠
道
の
刈
り
払
い
を
行
い
な
が
ら
、

そ
の
後
を
育
成
会
の
皆
さ
ん
の
引
率

に
よ
り
、
子
ど
も
達
や
一
般
参
加
の

方
が
峠
登
山
を
行
い
ま
し
た
。 

　
登
山
に
は
峠
の
歴
史
に
詳
し
い
地

元
の
方
が
講
師
と
し
て
同
行
し
、
峠

で
は
専
門
部
員
に
よ
り
豚
汁
や
冷
た

い
飲
み
物
が
振
舞
わ
れ
、
身
近
な
自

然
や
地
域
の
歴
史
に
親
し
む
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
信
越
ト

レ
イ
ル
を
歩
く
方
も
増
え
、
今
回
の

刈
り
払
い
作
業
中
に
も
３
グ
ル
ー
プ

計
30
名
ほ
ど
の
方
が
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
恒
例
行
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
参
加
者
は
減
少
傾
向
で
す
。
ま

た
「
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
峠
を
刈
り

払
う
意
味
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
声

が
あ
る
も
の
事
実
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
富
倉
峠
ま
つ
り
こ
そ
公
民
館

事
業
と
し
て
最
も
重
要
な
行
事
の
一

つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
は
経


